


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 坂輪宣敬『仏教美術の廻廊』 （宝文館出版、一九八四） 、浅見龍介「日蓮聖人 肖像彫刻」 （ 『彫刻』 ）参照。
（
10） 『身延山久遠寺史料調査報告書』一八〇頁、鈴木麻里子「南アルプス市の仏像と神像」 （ 『祈りのよこがお
―
南アルプス市内仏像等
悉皆調査報告書』 ）三二頁。なお、 『本朝大仏師正統系図并末流』 （ 『墨水遺稿 巻第三収録により採録刊行本）の「康与」項には「康正弟子」 「三位」と注記される（久野健編『江戸仏像図典』 （東京堂出版、一九九四年）二九 頁） 。
（











山信仰の形成」 （望月歓厚編『近代日本の法華仏教 法華経研究Ⅱ、平楽寺書店、一九六八） 、森宮義雄『七面大明神のお話』 （七面大明神奉賛会、一九七二） 、坂本勝成「江戸の七面信仰
―
高田





崎英修編『鬼子母神信仰』民衆宗教史叢書第九巻（雄山閣、一九八五） 、中尾堯『日蓮信仰の系譜と儀礼』 （吉川弘文館、一九九九） 、望月真澄『近世日蓮宗の祖師信仰と守護神信仰』 （平楽寺書店、二〇〇二） 、栗原啓允「七面信仰伝播についての一考案
―
新
出の高岡大法寺所蔵絵曼荼羅を手がかりとして」 （ 『日蓮仏教研究』第三号 二 〇九） 、望月真澄『身延山信仰の形成と伝播』 （岩田書院、二〇一一）等を参照。
（





















































































39） 望月真澄編『一圓院日脱上人遺芳』 （ 蓮宗脱師法縁、一九九八）二 三頁。
（
40） 『祈りのよこがお
―
南アルプス市内仏像等悉皆調査報告書』二六九頁
・三九三頁。
（
41） 『身延山久遠寺史料調査報告書』一五三頁
・図版
12。
（
42） 佐々博史編
・石川泰道監修『久昌寺文書』 （本山久昌寺、一九九七）一三七頁。
（
43） 『一圓院日脱上人遺芳』二二四頁。
（
44） 富士川町ホームページ（
http://w
w
w
.tow
n.fujikaw
a.yam
anashi.jp/kanko/m
eisho/bunkazai.htm
l ） 。
（
45） 『身延山久遠寺史料調査報告書』一六八頁
・図版
31。
（
46） 『祈りのよこがお
―
南アルプス市内仏像等悉皆調査報告書』一六四頁
・三四五頁。
（
47） 伊勢原市教育委員会編『伊勢原の仏像
―
仏像等彫刻調査報告書』 （伊勢原市教育委員会、二〇〇〇）二四五号。
（
48） 『江戸川区の仏像
・仏画』二三〇〇七号。
（
49） 『身延山久遠寺史料調査報告書』一四九頁
・図版７。
日蓮宗寺院所蔵仏像の銘文（寺
　
尾）
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